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1. 研 究 目的 と研究方法

コ ンタク ト ・インプロヴ ィゼー ション (Contact

Improvisation, 以 下C. 1. と略 記)は, 合 衆 国 にて

1972年 にパ クス トン (S. Paxton, 1939-) が 始 めた

即興の形式で ある。想像 的な実 践 と高度なスキル

を要 求す るこの形 式 は現在, 欧 米 を中心 に ダ ン

ス ・ス クー ルや演劇学校 に広 く訓練法 として と り

いれ られてい る。 ノヴ ァック (1990) は パ クス ト

ンが実践者 とともに多様 な形式 をと りこみなが ら

その指 導 法 を展 開 した こ とを指 摘 してい る が, 

C. 1. と他 形式一 なかで も指導法確 立 に大 きな役割

を果た した と本研究者が見 ている同時代 のソマテ

ィック ・シス テム-と の具体 的な関わ りや, 個 々

の指導者が展開す るCJ. 経 験: の違 いにつ いては明

らか にされてお らず, こ の形式 の理解 を妨 げる原

因 となってい ると本研究者 は考 える。

本研究で は10年 前 よ り来 日しC. 1. の指 導 を行 な

ってい るマーテ イン (N. Martin, 1953一) の指 導 ク

ラス を事 例 と して と りあ げる。 彼女 の指摘 す る

C. 1. の実 践 時 におけ る身心 の状態 とは何 か, 他 形

式 との関わ りを参照 に しなが ら明 らか にす る。

研究に用いた主な資料 は次の通 りであ る。

(1) マー テ ィンのC. 1. ワー クシ ョップ (入 門/2)

へ の 参与観察記録, 2003/8/11-22受 講

(2) マー テ インへ の イ ンタビュー記 録, 2003/8/15

実 施

(3) マ ー テ ィンのC. 1. ク ラ ス (入 門/2)のVTR記

録, 2003/8/11-22朝 倉 ・福本共 同撮影

III. 結 果

1. マ ー テ インのCJ. の 特 徴

マーテ ィンが提 唱 し指導 するCJ. の 実践 の特徴

は, 初 期指導者 の記述 には見 られない4つ の独 自

の特徴が見 られる。

マーティ ンは 「部屋 にいる とい うこ とが"コ ン

タク ト"を 意 味す る」 と言 い, 彼 女 はこの形式 に

おける"コ ンタク ト"を, 身体 接触 に とどま らず

空間を共有す るこ とととらえている。創始者パ ク

ス トンは, 恣 意的 な動 きか ら自由にな り他者 との

接触か らうまれる 「第3の 力」 につ いてゆ くこと

をC. 1. の 本 質 と して説明 しているが, 身体接触 に

限 らない コンタク トの考 え方 をす るマーテ ィンは, 

「自らの欲 望 につ いてゆ く」 ことを強調 してい る。

また彼 女 は技術 的 には360度 の空 間の気づ きを強

調す る。 これ は他者 との体重 のや り取 りに集中 し, 

そ こにうまれ る動 きの流れ につ いてゆ くことを強

調 する初 期指導者 らとは異 なる。 さらに彼女は ク

ラスにおいて 「他 の人 とと もに踊 る とい うことは

トリ ック とか ス キル以上 にポエ ム の よう なもの

だ」 とく り返 し, 共 に動 くもの との関わ りか ら生

まれるポエム をうた うこと, と して即興 を とらえ

ている。

2. マ ー テ ィンのC. 1. に必 要 とされる身心 の状態

 マ ーテ ィンは実践時 におけ る身心 の状態 を, 頭

で イメージ して動 くのでは な く 「可能 な限 り身体

に近づい て身体 についてゆ く」状態 とい う言葉 で

説 明 し, そ の 状 態 を キ ネ テ ィ ック ・ス テ イ ト

(Kinetic State) と呼 ぶ。

 彼 女 は1986年 に ベ ッカー とともにC. 1. と キ ネテ

ィ ック ・アウェア ネス (Kinetic Awareness, 以 下

KAと 略 記)の 共 同指導 を始 める。 KAと は サマー・

(E. Summer, 1925-) が 始 め た ソマテ ィ ック ・シ

ステムで 「キネテ ィック ・マイ ン ドを目覚め させ, 

知性 と情動 による過剰 なコ ン トロールか らキネテ

ィック ・マ イ ン ドを自由にす る」'ワ ークである。

 マ ーテ ィンは, 学 生達がKAを 通 して 「怪我 を

少な く」 し 「ア ドレナ リン. ラ ッシユを併 発す る

ことな く」C. 1. に と りくむ ことがで きるよ うに な

った と述べ てい る。パ クス トンが リリース ・ワー

ク との 関わ りか らその指導 法 を展 開 した ように, 

マ ーテ ィンはKAと の関わ りか ら彼 女独 自のC・1. 

の指 導法 を確 立 した ことが とらえ られ る。

3. キ ネ テ ィック ・ステ イ トをつ くりだすエ クサ

サ イズー フ ァシー ・ダンス (Fussy Dance)

 マ ー テ ィンは ファシー ・ダンス を 「KAで の経

験 に影響 を受 けなが ら自身の試 みか らつ くりだ し

た」 と述べ る。 ウ ォームア ップ として行 なわれ る

ファシー ・ダ ンスは, あ くびが でる ように伸び を

す るように, 関節や筋 肉が欲求 する動 きが出 るに

まかせ, 数 分 間フ ァス (大騒 ぎ) す る。重 力へ の

気づ きを促す言葉が けは見 られ ない。 それは身体

の各部分 を揺す り起 こ し, 日常生活 におけ る直立

前方 とい う限 られ た運動の方向性 か ら身体 各部分

を開放す る運動であ る とと らえ られる。

III. ま と め

本研 究 を通 して, C. 1. と ソマ テ ィック ・システ

ムの関わ りの一片が とらえられた。マー テ ィン独

自のCJ. は, キ ネテ ィック ・ステ イ トによって支

え られている。その状態は身体その ものが動 こ う

としている方向へ動 くことを受け入れ る身心 の状

態 ととらえ られた。
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